





































































































































































































































































































リスのバーン（C.S.Burne）“The Handbook of Folklore”（1914）であった*27。この書は1890年英国民








































































































































































































































































































































































































1984.9）他。中国民俗学の発展経緯に関して、Chang-tai Hung“Going to the people:Chinese intellectuals and














*27 バーン“The Handbook of Folklore”の主な翻訳は、楊成志・鍾敬文訳『印欧民間故事型表』（中山大学民俗叢書
1928）、楊成志訳『民俗学問題格』（中山大学民俗叢書1928）他、各論の翻訳が多数あるが全訳はなかったようだ。
また同書を藍本にして書かれたものに林恵祥『民俗学』（商務印書館1931）がある。
*28 「現代英吉利関于動植物的謡俗和鬼怪」「一些現代英吉利謡俗」（『一般』7-3、1929.3）、「現代英吉利時令」（『一般』7-
子安：近代中国と民俗学－周作人・江紹原・顧頡剛 41
4、1929.4）、「現代英国生婚喪葬的謡俗」（『春潮』1-5、1929.4）、「関于謡俗学的幾句一般的話」（『俗物』3、1929.5）、
「一些現代英吉利習慣法和各業謡俗」（『一般』8-2、1929.6）。また“English Folklore”は周作人が江紹原に贈与し
たものだという（「江紹原到周作人宛1929年1月27日書信」、張挺・江小恵箋注『周作人早年佚簡箋注』四川人民
出版社1992.9）。
*29 『現代英国謡俗与謡俗学』276～277頁（上海文芸社版1988.3）
*30 江紹原は「民階級」を述べる前提として、「民衆」と「民衆以上の人間」の関係を思考しており、フレイザーを批判
的に捉えながら次のように述べている。「我々は法律の条文において、また特に法律の外で可能な限り人々を
やはり『平等のように見なすべきだ』とするでしょう。この偉大な目的が完全に達成される前に、現在の知識人
が『天然の不平等』を用いて解釈する事実のうち、その中に実際には『社会的』或いは『人為的不平等』が原因であ
ると断定することは非常に困難なのである。」（二重括弧はフレイザーの引用、『現代英国謡俗与謡俗学』上海文
芸社版266頁）
*31 中山大学民俗学会の活動に関して、『国立中山大学語言歴史学研究所年報』（『中大週刊』6-62～64合刊1929.1）、
楊成志「民俗学会的経過及其出版物目録一覧」（復刊号『民俗』1-1、1936.9）が詳しい。
*32 「通信」（『民俗』21/22合刊1928.8）、「本刊通信」（『民俗』52期1929.3）、『周作人早年佚簡箋注』参照。
*33 『杭州民国日報』附刊「民俗週刊」は未見の為、王文宝『中国民俗研究史』121頁引用による。
*34 杭州民俗学会に関して、『浙江民俗』（季刊26期1981-1987）に連載された銭小柏「浙江民俗史話」に詳しい。杭州
西湖博覧会（1930年夏）について鍾敬文が残した印象記「為西湖博覧会一部分的出品写幾句説明」（『民俗』85期
1929.11）によれば、「 山部」といった陳列室が設けられていたという。ここには吉見俊哉氏の指摘する近代的
「博物学的まなざし」の胚胎を見出すことができる（吉見俊哉『博覧会の政治学』中公新書1992.9）。
*35 「江紹原到周作人宛1930年8月22日書信」（『周作人早年佚簡箋注』）
*36 「関于『民俗』」（「民俗週刊」1期1929.5。この「民俗週刊」は浙江大学文理学院民俗週刊社発行によるもので、杭州
民俗学会の機関誌より以前に鍾敬文が編集していたもの）。本論文は『民俗』85期1929.11に転載されている。
*37 顧頡剛「妙峰山瑣記序」（『民俗』69/70合刊「妙峰山進香調査専号」1929.7）
*38 「東嶽廟的七十二司」（『歌謡』50号1924.4。ちなみにこの一文は『歌謡』における民間文芸以外の最初の論文であ
る）、「東嶽廟遊記」（『歌謡』61号1924.6）他。
*39 陳錫襄「 学会的経過」（『国立第一中山大学語言歴史学研究所週刊』1-7,1-8、1927.12）
*40 顧頡剛「一九二六年始刊詞」（『北京大学研究所国学問週刊』2-13、1926.1）。「始刊詞」は『週刊』創刊号（1925.10）で
書かれなかった発刊詞の代わりである。
*41 顧頡剛「『謎史』序」（1928）。顧頡剛が自著以外に序を書いた他の書目は、『民俗学問題格』『広州児歌甲集』『蘇州
風俗』『 歌甲集』『台山歌謡集』『湖南唱本提要』『妙峰山瑣記』『泉州民間伝説』『福州歌謡甲集』『広州謎語』。
*42 「本刊通信」（『民俗』52期1929.3）
*43 以上の経緯に関して王建民『中国民族学史・上』107～122頁（雲南教育出版社1997.9）、竹村卓二「中国の民族学の
歩み」（『漢民族と中国社会』山川出版社1983.12）参照。
*44 「民俗学会的簡章」（楊成志「民俗学会的経過及其出版物目録一覧」所収）
*45 『国立中山大学語言歴史学研究所年報』13～20頁
*46 「本所大事記」（『国立中山大学語言歴史学研究所年報』）
*47 楊成志が派遣されてから帰国するまでに関して、『中大週刊』の「学術消息」欄参照。中山大学語言歴史学研究所
と中央研究院歴史語言研究所は「雲南調査」を皮切りに、西南辺疆各地へ人員を派遣し、「 山調査専号」（『中大
週刊』4-46/47合刊1928.9）、『江西凌雲　人調査報告』（1929）等の成果を得ていく。
*48 「安南通信」（『中大週刊』4-44/45合刊1928.9）、「学術通訊」（『中大週刊』6-65、1929.1）、「学術通訊」（『中大週刊』6-
70、1929.2）、「雲南　　調査近訊」（『民俗』57-9合刊1929.5）。
*49 「学術通訊」（『中大週刊』6-70、1929.2）
*50 1950年から開始される、国家による少数民族認定工作（識別工作）に楊成志も動員されている。
*51 江紹原「北大風俗調査会妙峰山進香専号書後」（『京報副刊』251号1925.8.27）
*52 楊成志『雲南民族調査報告』23頁
42 福井大学教育地域科学部紀要 Ⅰ（人文科学　国語学・国文学・中国学編）,56，2005
*53 楊成志宛て書信を多数含めた『民俗』の復刊に対する反応は、復刊号『民俗』1-2、1937.1に掲載されている。
*54 楊成志は帰国後も、「北江　山考察団」、「海南島黎苗調査団」等を組織し、自ら団長となって少数民族調査を活
発に進めている。
*55 茂木敏夫「清末における『中国』の創出と日本」262頁（『中国―社会と文化』10号1995.6）
